
 
 

図 4 ディスプレイ実験の結果 
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図 3 実機実験の結果 
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1. はじめに 
近年，自動車のブレーキランプや緊急車両の警告灯

などの誘目性や視認性の研究[1]や，照明器具による緊

急情報伝達の研究[2]などがある．本研究では警告灯の

ひとつとして，病院で普及しているナースコール廊下

灯に着目する． 
本研究では，ナースコール廊下灯の誘目性や視認性

の向上，および，点滅パタンを使った情報伝達を目的

とし，点滅パタンの変化と「緊急感」との関係性につ

いて検討した．実験は，ナースコールシステムを日常

的に利用している医療従事者 34 名（男性 7 名，女性

27 名）を対象に実施した（図 1）． 

2. 実験方法 

2.1 実機を使用した実験 
廊下灯の実機を用いて「緊急感」の評価実験を行っ

た．現行の製品で用いられている赤色の 4 種類の点滅

パタン（表 1）を同時に提示し，順位法により「緊急

感」を評価してもらった． 
表 1 実機の点滅の ON/OFF パタン 

 

2.2 ディスプレイを使用した実験 
ディスプレイ上に作成した廊下灯のグラフィックを

用いて，「緊急感」の評価実験を行った．赤の色光で

ON/OFF を繰り返す点滅パタン（図 2）17 種類に対し，

「緊急感」が最も高いものを 1 つ選択してもらった．

点滅パタンは Adobe Flash で，0.08 秒刻みで 17 段階変

化させた． 
 
 
 
 
 
 

3. 実験結果 

3.1 実機を使用した実験 
点滅周期の最も短い D を 1 位に選ぶ人が多く，続

いて C，B の順になる傾向がみられたが，A（継続点

灯）の順位付けは被験者によって異なった（図 3）． 
 
 
 
 
 
 
 

3.2 ディスプレイを使用した実験 
0.16 秒の点滅パタン周辺で最も「緊急感」が高くな

る結果が得られた（図 4）．  
 
 
 
 
 
 
 

4. まとめ 
緊急感を感じやすい点滅周期が存在することが確認

できた．今回のディスプレイ実験では周期的な点滅の

みだったため，今後は非周期的な点滅も検討する必要

がある．また，今後は「緊急感」以外の評価用語など

についても検討していきたい． 
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図 1 実験風景 

off 画像 on 画像 

図 2 廊下灯グラフィック 
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